別紙様式第２号（第６条第２項関係）
【平成24～25事業年度の場合】※25事業年度のセーフティネット事業の追加を含む
省エネルギー取組計画
住　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名：　　　　　　　　　　　　印
	· 温室面積　（品目：　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	㌃


	· 上記温室における現在の燃油使用量（年間）※１
	
	㍑


	· 省エネルギー取組計画　（取り組む対策に○印を記入）

	
	· 省エネ設備を導入

	
	· チェックシートを活用して省エネ生産管理を実践


	· 省エネ設備導入手段　（該当箇所に○印を記入）

	
	· 施設園芸省エネ設備導入支援事業を活用して導入

	
	· 上記以外の事業などにより導入


	· 導入予定の省エネ設備　（該当箇所に○印、数値を記入）

	
	· ヒートポンプ
	
	台
	→
	
	㌃

	
	· 木質バイオマス利用加温設備
	
	台
	→
	
	㌃

	
	· 被覆資材（内張多層化）
	
	㌃
	
	
	

	
	· 被覆資材（外張多重化）
	
	㌃
	
	
	

	
	· 循環扇
	
	台
	→
	
	㌃

	
	· その他の省エネ設備
	
	台
	→
	
	㌃


	· 省エネ設備の導入時期　（該当箇所に○印を記入）

	
	24事業年度
	
	25事業年度
	
	26事業年度


	· 上記の取組による目標の燃油使用量（年間）※２
	
	㍑


	（参考）　省エネ設備導入実績（H20.4月以降導入分）　（該当箇所に○印、数値を記入）

	
	· ヒートポンプ導入実績あり
	
	台
	→
	
	㌃

	
	· 木質バイオマス利用加温設備導入実績あり
	
	台
	→
	
	㌃


	· 施設園芸セーフティネット構築事業　（該当箇所に○印を記入）

	
	· 申請する
	
	· 申請しない


	· 施設園芸セーフティネットの積立方式 （いずれかを選択し○印を記入）

	対象油種
	積立方式
	積立単価①
	選択

	Ａ重油
	130％積立
	11.5円／リットル
	

	
	150％積立
	26.9円／リットル
	

	灯油
	130％積立
	12.2円／リットル
	

	
	150％積立
	28.5円／リットル
	


	· 施設園芸セーフティネットの対象となる燃油購入予定数量（㍑）※３

	24事業年度
（25年　　月～　　月分）
	25事業年度
（25年　　月～26年　　月分）
	計②

	
	
	
	㍑

	積立予定額（積立単価①×燃油購入予定数量②×1/2）100円単位で切捨て
	

	
	
	
	円


	· 施設園芸セーフティネットの対象となる燃油購入予定数量（㍑）追加分

	25事業年度（追加分）
（　年　月～　年　月分）
	25事業年度合計
（25年　　月～26年　　月分）
	計②’

	
	
	
	㍑

	積立予定額（積立単価①×燃油購入予定数量②’×1/2）100円単位で切捨て
	

	
	
	
	円


	· 施設園芸セーフティネット構築事業の26事業年度への更新 ※４
　（該当箇所に○印を記入）

	
	· 更新する
	
	· 更新しない


＜記入上の注意＞
（注1） 経営する温室面積（計画該当品目）を対象に記載する。

（注2） ※１の現在の燃油使用量（年間）及び※２の目標の燃油使用量（年間）は、省エネルギー推進計画における産地の燃油使用量合計を計画参画者個々の取組計画の積み上げにより算定する場合のみ記載する。
（注3） ※１の現在の燃油使用量（年間）は、過去の加温年度における燃油使用量の７中５平均値とし、困難な場合は、期間内（H17～H23）で整理可能な加温年度（３年以上）の平均値とする。また、地域において標準的な燃油使用量（品目別）が設定されている場合は、これを基準として利用できるものとする。なお、いずれの場合も確認できる書類を添付する。
（注4） ※２の目標の燃油使用量（年間）の算定方法は、次のとおりとする。
1 「チェックシートを活用した省エネルギー生産管理の実践」のみによる取組の場合は、10％の削減割合を現在使用量に乗じた量を削減見込量として、現在使用量から削減見込量を差し引いた量を目標量として設定する。
2 「省エネ設備の導入」による取組の場合は、原則として「施設園芸省エネ設備リース導入支援事業実施計画書」から転記する。なお、リース支援事業以外の手段により省エネ設備を導入する場合又は過年度の省エネ取組を踏まえた目標設定をする場合は、目標量の算定方法が確認できる書類を添付する。
（注5） ※１、※２の燃油使用量は、温室の加温に用いるＡ重油を基本とするが、灯油の場合は使用量にＡ重油への換算係数（0.939）を乗じて算出する。
（注6） ※３の施設園芸セーフティネットの対象となる燃油購入予定数量は、灯油の場合は、（注５）によらず、Ａ重油への換算は行わずに記入する。
（注7） （参考）省エネ設備導入実績は、平成20年4月以降に導入したヒートポンプ及び木質バイオマス利用加温設備の導入台数と対象面積を記入し、導入実績を確認できる書類を添付する。
（注8） ※４は、積立契約は原則として26事業年度末までを対象期間として更新するものとするが、事情により更新を希望しない場合は「更新しない」を選択する。
別紙様式第２号（第６条第２項関係）【平成26事業年度（継続）の場合】
省エネルギー取組計画（平成26事業年度）
住　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名：　　　　　　　　　　　　印
※平成24,25事業年度に作成済みの計画から変更ないところは記載省略可
	· 温室面積　（品目：　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	㌃


	· 上記温室における現在の燃油使用量（年間）※１
	
	㍑


	· 省エネルギー取組計画　（取り組む対策に○印を記入）

	
	· 省エネ設備を導入

	
	· チェックシートを活用して省エネ生産管理を実践


	· 省エネ設備導入手段　（該当箇所に○印を記入）

	
	· 施設園芸省エネ設備導入支援事業を活用して導入

	
	· 上記以外の事業などにより導入


	· 導入予定の省エネ設備　（該当箇所に○印、数値を記入）

	
	· ヒートポンプ
	
	台
	→
	
	㌃

	
	· 木質バイオマス利用加温設備
	
	台
	→
	
	㌃

	
	· 被覆資材（内張多層化）
	
	㌃
	
	
	

	
	· 被覆資材（外張多重化）
	
	㌃
	
	
	

	
	· 循環扇
	
	台
	→
	
	㌃

	
	· その他の省エネ設備
	
	台
	→
	
	㌃


	· 省エネ設備の導入時期　（該当箇所に○印を記入）

	
	24事業年度
	
	25事業年度
	
	26事業年度


	· 上記の取組による目標の燃油使用量（年間）※２
	
	㍑


	（参考）　省エネ設備導入実績（H20.4月以降導入分）　（該当箇所に○印、数値を記入）

	
	· ヒートポンプ導入実績あり
	
	台
	→
	
	㌃

	
	· 木質バイオマス利用加温設備導入実績あり
	
	台
	→
	
	㌃


	· 施設園芸セーフティネット構築事業：26事業年度　（該当箇所に○印を記入）

	
	· 申請（更新）する
	
	· 申請（更新）しない


	· 施設園芸セーフティネットの積立方式 （いずれかを選択し○印を記入）

	対象油種
	積立方式
	積立単価①
	選択

	Ａ重油
	130％積立
	11.5円／リットル
	

	
	150％積立
	26.9円／リットル
	

	灯油
	130％積立
	12.2円／リットル
	

	
	150％積立
	28.5円／リットル
	


	· 施設園芸セーフティネットの対象となる燃油購入予定数量（㍑）※３

	26事業年度
（26年　　月～27年　　月分）
	計②

	
	
	㍑

	積立予定額（積立単価①×燃油購入予定数量②×1/2）100円単位で切捨て
	

	
	
	円


＜記入上の注意＞
（注１）　経営する温室面積（計画該当品目）を対象に記載する。

（注２） ※１の現在の燃油使用量（年間）及び※２の目標の燃油使用量（年間）は、省エネルギー推進計画における産地の燃油使用量合計を計画参画者個々の取組計画の積み上げにより算定する場合のみ記載する。
（注３） ※１の現在の燃油使用量（年間）は、過去の加温年度における燃油使用量の７中５平均値とし、困難な場合は、期間内（H17～H23）で整理可能な加温年度（３年以上）の平均値とする。また、地域において標準的な燃油使用量（品目別）が設定されている場合は、これを基準として利用できるものとする。なお、いずれの場合も確認できる書類を添付する。
（注４） ※２の目標の燃油使用量（年間）の算定方法は、次のとおりとする。
① 「チェックシートを活用した省エネルギー生産管理の実践」のみによる取組の場合は、10％の削減割合を現在使用量に乗じた量を削減見込量として、現在使用量から削減見込量を差し引いた量を目標量として設定する。
② 「省エネ設備の導入」による取組の場合は、原則として「施設園芸省エネ設備リース導入支援事業実施計画書」から転記する。なお、リース支援事業以外の手段により省エネ設備を導入する場合又は過年度の省エネ取組を踏まえた目標設定をする場合は、目標量の算定方法が確認できる書類を添付する。
（注５） ※１、※２の燃油使用量は、温室の加温に用いるＡ重油を基本とするが、灯油の場合は使用量にＡ重油への換算係数（0.939）を乗じて算出する。
（注６） ※３の施設園芸セーフティネットの対象となる燃油購入予定数量は、灯油の場合は、（注５）によらず、Ａ重油への換算は行わずに記入する。
（注７） （参考）省エネ設備導入実績は、平成20年4月以降に導入したヒートポンプ及び木質バイオマス利用加温設備の導入台数と対象面積を記入し、導入実績を確認できる書類を添付する。

別紙様式第２号（第６条第２項関係）【平成26事業年度以降(新規)の場合】
省エネルギー取組計画（平成○事業年度）
住　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名：　　　　　　　　　　　　印
	· 経営する温室加温面積　（品目：　　　　　　　　　　）
	
	ａ


	· 上記温室における現在の燃油使用量（加温に要する年間使用量）※１
	
	Ｌ

	· 
	
	


	· 省エネルギーの取組による目標の燃油使用量(年間)※２
		Ｌ

			

	· 省エネルギー取組計画　（取り組む対策に○印を記入）

	
	· 省エネ設備を導入

	
	· チェックシートを活用して省エネ生産管理を実践(必須)


	· 省エネ設備導入手段　（該当箇所に○印を記入）

	
	· 施設園芸省エネ設備リース導入支援事業を活用して導入
· 本事業以外で省エネ設備を導入(H24.２月以降)

	
	· 


	· 施設園芸省エネ設備リース導入支援事業を活用して導入
（該当箇所に数値を記入）
リース物件名
導  入

台数等
導入

面積
本事業で導入した台数等
○年度
○年度
○年度
○年度
ヒートポンプ

台

ａ

台
台
台
台
木質バイオマス

利用加温設備
台
ａ
台
台
台
台
被覆資材

（内張多層化）
ａ
ａ
ａ
ａ
a
a

被覆資材

（外張多重化）
ａ
ａ
a
a
a
a
循環扇
台
ａ
台
台
台
台
その他設備




· 本事業以外で省エネ設備を導入(H24.２月以降)（該当箇所に数値を記入）
	リース物件名
	導  入

台数等
	導入

面積
	本事業以外で導入した台数
(H24.２月以降)

	
	
	
	○年度
	○年度
	○年度
	○年度

	ヒートポンプ
	台
	ａ
	台
	台
	台
	台

	木質バイオマス

利用加温設備
	台
	ａ
	台
	台
	台
	台

	被覆資材

（内張多層化）
	ａ
	ａ
	ａ
	ａ
	a
	a

	被覆資材

（外張多重化）
	ａ
	ａ
	a
	a
	a
	a

	循環扇
	台
	ａ
	台
	台
	台
	台

	その他設備


	
	
	
	
	
	


	（参考）　省エネ設備導入実績（H20.4月～H24.2月以前の導入分）（該当箇所に数値を記入）

	· ヒートポンプ導入実績あり
	
	台
	→
	
	ａ

	· 木質バイオマス利用加温設備導入実績あり
	
	台
	→
	
	ａ


	· 施設園芸セーフティネット構築事業：○事業年度　（該当箇所に○印を記入）

	
	· 申請する
	
	· 申請しない


	· 施設園芸セーフティネットの積立方式 （いずれかを選択し○印を記入）

	対象油種
	積立方式
	積立単価①
	選択

	Ａ重油
	130％積立
	11.5円／リットル
	

	
	150％積立
	26.9円／リットル
	

	灯油
	130％積立
	12.2円／リットル
	

	
	150％積立
	28.5円／リットル
	


	· 施設園芸セーフティネットの対象となる燃油購入予定数量（㍑）※３

	○事業年度
（○年　　月～○年　　月分）
	計②

	
	
	㍑

	積立予定額（積立単価①×燃油購入予定数量②×1/2）100円単位で切捨て
	

	
	
	円


＜記入上の注意＞
（注１）　経営する温室面積（計画該当品目）を対象に記載する。

（注２） ※１の現在の燃油使用量（加温に要する年間使用量）及び※２の目標の燃油使用量（加温に要する年間使用量）は、省エネルギー推進計画における産地の燃油使用量合計を計画参画者個々の取組計画の積み上げにより算定する。
（注３） ※１の現在の燃油使用量（加温に要する年間使用量）は、過去の加温年度における燃油使用量の７中５平均値とし、困難な場合は、直近７カ年で整理可能な加温年度（３年以上）の平均値とする。また、地域において標準的な燃油使用量（品目別）が設定されている場合は、これを基準として利用できるものとする。なお、いずれの場合も確認できる書類を添付する。
（注４） ※２の目標の燃油使用量（加温に要する年間使用量）の算定方法は、次のとおりとする。
1  「チェックシートを活用した省エネルギー生産管理の実践」のみによる取組の場合は、10％の削減割合を現在使用量に乗じた量を削減見込量として、現在使用量から削減見込量を差し引いた量を目標量として設定する。

2 「省エネ設備の導入」による取組の場合は、原則として「施設園芸省エネ設備リース導入支援事業実施計画書」から転記する。なお、リース支援事業以外の手段により省エネ設備を導入する場合又は過年度の省エネ取組を踏まえた目標設定をする場合は、目標量の算定方法が確認できる書類を添付する。
なお、リース支援事業以外の手段により省エネ設備を導入する場合又は過年度の省エネ取組を踏まえた目標設定をする場合は、目標量の算定方法が確認できる書類を添付する。
（注５） ※１、※２の燃油使用量は、温室の加温に用いるＡ重油を基本とするが、灯油の場合は使用量にＡ重油への換算係数（0.939）を乗じて算出する。
（注６） ※３の施設園芸セーフティネットの対象となる燃油購入予定数量は、灯油の場合は、（注５）によらず、Ａ重油への換算は行わずに記入する。
（注７） （参考）省エネ設備導入実績は、平成20年4月以降に導入したヒートポンプ及び木質バイオマス利用加温設備の導入台数と対象面積を記入し、導入実績を確認できる書類を添付する。
